
最
近
歓
米
史
界
管
見

　
　
　
二
実
學
研
究
蜜
（
績
）

　
濁
逸
に
於
て
は
私
は
ベ
ル
フ
ソ
を
中
心
ご
し
て
、
北
部

で
は
ハ
ソ
ブ
ル
ビ
、
中
部
で
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
南
部
で
は
、
、
、

ユ
ン
ヘ
ン
の
各
大
書
を
見
聴
し
た
の
で
あ
る
が
、
吏
學
研

究
室
ご
し
て
は
、
歴
吏
の
科
學
的
研
究
の
寒
林
之
こ
も
い

ふ
べ
き
閃
p
爵
。
を
聯
想
さ
る
、
ベ
ル
ジ
ン
大
學
の
そ
れ

ビ
粟
因
9
鼻
。
に
逸
し
て
、
文
化
吏
及
び
世
界
史
の
新
前

織
を
樹
て
た
り
鋤
§
雲
。
ω
簿
の
そ
れ
ご
は
未
だ
見
濾
前
か
ら

の
抑
へ
き
れ
澱
憧
憬
で
あ
っ
た
Q

　
私
が
ベ
ル
リ
ン
に
入
っ
た
の
は
昨
年
の
九
月
の
初
で
、

大
學
は
暑
中
休
暇
申
・
で
は
あ
っ
た
が
、
男
剛
霧
ω
先
生
の
紹

介
で
、
あ
は
よ
く
ば
、
咋
年
取
っ
て
七
十
五
歳
ε
聞
い
た

鵜
逸
國
吏
界
の
蓄
宿
ω
o
霧
す
敷
授
や
希
旧
史
研
究
の
一

新
紀
元
を
劃
し
た
竃
曙
2
敷
授
等
の
重
も
な
る
二
三
の

　
　
　
第
入
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
隊
柴
史
界
符
見
（
中
）

（
中
）

文
學
博
士
三
浦
周
行

敷
授
の
讐
墜
に
接
し
て
、
更
に
。
ヘ
ル
リ
ン
大
學
の
史
學
研

究
室
の
見
學
上
特
別
の
便
宜
を
得
泥
い
も
の
で
あ
る
ご
思

っ
て
居
　
捉
。
図
冷
ω
ω
先
生
に
逢
っ
て
此
’
事
を
話
す
ご
、
先

生
は
昌
下
大
副
閉
鐙
の
折
柄
、
参
観
者
に
取
っ
て
は
最
も

好
ま
し
か
ら
漁
時
期
で
あ
る
こ
ご
を
膨
ま
れ
、
是
等
の
諸

激
授
も
ベ
ル
リ
ン
に
残
っ
て
は
居
ま
い
し
、
先
生
三
身
も

明
日
は
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ヒ
の
縛
地
先
に
行
か
る
、
筈
で
あ
る

こ
の
話
に
、
私
は
猫
逸
に
於
て
は
全
く
敷
初
の
訪
問
を
断

念
し
て
，
大
學
で
は
其
事
務
室
若
し
く
は
直
接
研
究
室
を

訪
う
て
、
私
の
名
刺
を
差
出
し
て
墾
掘
を
講
ふ
こ
ご
に
し

た
が
、
継
る
庭
で
助
手
、
事
務
員
、
男
女
の
學
生
等
の
親

切
な
る
案
内
の
下
に
、
賂
豫
期
の
三
野
を
汚
し
淀
の
は
喜

ば
し
か
っ
た
。

　
ベ
ル
ソ
ン
大
吉
で
は
二
階
の
大
講
堂
の
前
の
壁
間
に
概

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
｝
〇
九
　
（
四
七
こ



　
　
　
第
八
巻
　
　
毅
　
纂
　
　
最
近
厭
二
更
墨
聾
見
（
巾
）

か
れ
た
五
六
の
胸
像
の
中
・
か
ら
H
3
℃
o
】
（
旧
く
。
嵩
簗
乾
＾
。

の
そ
れ
を
二
見
し
た
時
言
は
す
心
身
の
引
き
し
ま
る
を
畳

え
た
、
．
講
堂
に
入
っ
て
は
、
講
壇
に
昇
っ
て
藪
授
の
晴
れ

み
＼
し
い
開
講
演
説
を
思
ひ
叫
べ
、
次
に
評
議
員
土
室
、
断

酒
控
室
よ
り
．
順
次
各
駿
室
を
縷
廻
っ
て
、
百
十
三
番
の
史

學
敷
室
に
入
っ
て
見
る
ご
、
こ
、
は
普
通
の
敷
室
で
、
特

別
の
設
備
ビ
い
っ
て
は
何
も
見
出
粛
さ
な
か
つ
淀
。
百
四

十
番
が
2
¢
び
g
留
ヨ
鋳
巴
。
凱
ω
9
①
⇒
¢
暮
。
注
。
ゴ
鼠
｛
。
暮

窪
　
α
窪
　
国
募
島
σ
q
§
σ
q
　
σ
q
＆
・
・
。
・
窪
無
　
m
霧
。
窪
。
ぽ
腎
げ
。
瞥

諺
二
上
窪
を
標
榜
す
る
ε
こ
ろ
の
私
の
目
指
す
出
韓
。
、

駐
。
冨
ω
ω
。
邑
富
「
で
あ
る
Q
入
口
に
は
助
手
の
面
知
日

を
紙
片
に
書
い
た
も
の
が
張
ら
れ
て
居
た
　
ラ
イ
プ
チ
ヒ

大
學
の
そ
れ
に
も
同
機
の
掲
示
を
見
π
か
ら
、
一
例
ビ
し

て
衣
に
掲
げ
や
う
。

　
　
ω
箕
0
9
ω
叶
茸
島
窪
U
o
ω
》
ω
ω
韓
。
壽

　
　
　
　
　
冨
O
　
　
U
一
　
　
窓
一
　
　
U
O
　
　
男
尻
　
　
ω
O

　
　
　
　
　
蔭
一
U
　
H
O
一
一
鳳
　
一
　
　
轟
1
ぴ
　
同
O
－
H
H
　
－

　
　
　
　
　
　
H
p
》
¢
律
2
。
σ
q
①
号
ω
U
騨
の
H
息
。
『

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
二
C
　
（
四
七
二
）

　
　
　
　
　
　
U
O
鴨
〉
雛
ら
彫
心
欝
コ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
娼
碧
篇
鵠
O
ぎ
臨
O
》
N
葺
瓢
（
O

　
戸
を
排
し
て
、
室
内
に
入
る
ざ
、
こ
室
に
仕
切
ら
れ
て

居
る
。
手
前
の
鞘
薄
暗
い
の
が
助
手
室
で
、
略
解
が
長
方

形
の
研
究
室
で
あ
っ
た
。
N
§
訂
民
の
案
内
で
入
っ
て
見

　
る
。
室
内
は
壁
に
漕
…
う
て
書
棚
を
立
て
、
各
部
門
別
に
圃

書
を
蚊
べ
ら
れ
て
居
た
が
、
何
れ
も
よ
く
、
紬
讃
ま
る
、
本

、
丈
で
、
部
数
も
鯨
り
多
く
は
な
か
っ
た
。
其
中
に
は
大
き

な
書
棚
で
締
め
た
儘
開
け
漁
も
の
も
あ
る
。
こ
、
は
地
理

の
研
究
室
を
も
衆
ね
て
居
る
か
ら
、
壁
間
に
は
五
枚
の
地

回
が
懸
っ
て
居
た
。
室
内
に
は
大
き
い
プ
ー
ブ
ル
が
三
脚

小
さ
い
の
が
二
脚
概
か
れ
て
、
學
生
ら
し
い
男
が
曝
書
し

て
居
り
、
少
し
離
れ
て
敷
授
用
の
テ
ー
ブ
ル
も
あ
っ
た
。

中
央
の
大
き
な
テ
ー
プ
〃
に
は
雑
誌
が
置
か
れ
て
居
る
。

電
燈
の
線
は
天
井
か
ら
長
く
机
上
に
垂
れ
、
室
の
一
隅
に

演
響
用
ご
思
は
る
、
ボ
ー
ル
ド
が
あ
り
、
叉
手
洗
水
の
設

備
も
あ
る
。
こ
、
を
出
で
る
ビ
、
此
ω
o
薮
舜
巴
の
U
冨
宥
3



冒
。
ぎ
①
o
畜
敷
詰
（
十
九
世
紀
史
の
携
當
）
及
び
竃
鍵
舞
ω
敷

授
（
文
藝
復
興
及
び
宗
教
改
革
の
塘
當
）
の
一
室
が
あ
る
。

荻
い
室
内
に
デ
ス
ク
が
向
ひ
合
せ
に
な
り
、
壁
に
浩
う
て

書
棚
が
澄
か
れ
て
居
た
が
、
こ
、
に
も
図
9
昂
。
の
霞
像
ピ

宅
無
N
の
胸
像
ビ
を
見
懸
け
た
。
書
室
を
出
で
た
突
當
り

が
中
世
室
で
、
次
が
近
世
史
室
で
あ
尉
。
テ
ー
ブ
ル
を
五

脚
づ
、
畳
い
て
中
央
を
書
棚
で
仕
切
り
、
壁
に
沿
う
て
も

書
棚
が
畳
か
れ
る
。
博
論
が
国
。
題
巴
で
あ
る
が
大
膿
他

の
室
ε
同
じ
く
壁
に
沼
う
て
書
棚
を
高
く
積
み
上
げ
、
大

き
な
長
い
デ
ー
ブ
ル
潮
脚
ε
小
さ
い
雨
脚
ご
を
合
せ
て
、

二
列
に
慕
い
て
あ
る
。
何
れ
の
室
に
も
一
入
か
ら
三
四
入

位
の
熱
心
な
る
閲
覧
者
を
見
懸
け
た
が
、
此
室
に
は
學
生

ら
し
い
男
が
一
入
譲
書
し
て
居
る
傍
ら
に
、
二
人
の
年
若

い
見
す
ば
ら
し
い
服
装
を
し
た
脂
漏
が
し
き
り
に
獣
想
に

耽
り
乍
ら
時
「
々
ペ
ン
を
い
連
ば
せ
つ
、
あ
っ
た
O
こ
、
は
市

街
の
池
り
に
近
い
丈
、
車
馬
の
軋
る
昔
が
耳
に
入
っ
て
、

決
し
て
静
護
に
適
し
た
ご
こ
ろ
ご
は
い
へ
諏
。
此
室
に
も

　
　
　
第
入
谷
　
雑
纂
　
最
近
敵
来
四
界
管
見
（
中
）

壁
間
に
は
局
磐
σ
q
9
敏
授
（
H
）
同
国
O
叩
け
O
触
）
等
の
寓
眞
が
掲
げ

ら
れ
Q
Q
。
幸
す
命
懸
（
U
冒
Φ
同
昏
。
『
）
等
の
胸
像
が
畳
か
れ

て
居
た
が
、
其
入
口
近
く
立
っ
て
居
た
後
者
の
大
理
石
の

胸
像
の
壷
に
刻
さ
れ
た

　
　
U
同
Φ
伸
翫
O
ぽ
む
Q
免
養
諭
目

　
　
　
U
Φ
ヨ
蜀
。
粧
。
冨
5
U
Φ
ヨ
h
o
冨
。
ご

　
　
　
U
o
日
U
o
9
。
。
o
げ
Φ
⇔
罎
鍵
δ
．

の
銘
文
を
見
臨
だ
し
た
時
、
私
は
同
古
点
の
眞
面
目
を
思

ひ
浮
べ
て
、
籐
う
の
床
し
さ
に
、
暫
く
の
間
立
ち
辛
く
し

だ
の
で
あ
る
Q
此
ω
Φ
鼠
舞
鴨
は
。
ヘ
ル
リ
ン
で
の
最
も
大
な

る
歴
史
墾
考
館
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ヒ
の
地
方
史
會
の

農
博
を
も
含
ん
で
居
る
。

　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
虚
で
は
ピ
。
3
a
N
の
銅
像
の
横
か
ら
入
っ

て
先
づ
大
講
堂
を
掘
た
が
、
こ
、
で
は
数
年
前
に
物
故
し

π
笠
窪
出
身
の
囚
冒
σ
q
窪
需
伯
の
希
臓
文
化
を
象
徴
す
る

壁
書
が
忘
れ
難
い
威
銘
を
輿
へ
だ
〇
二
階
の
餌
婆
。
腎
剛
ω
9
0
ω

密
。
。
窪
9
を
書
つ
れ
る
ε
、
在
日
は
U
ぎ
節
母
は
勿
論

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
一
　
（
四
七
三
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
盤
　
纂
　
　
最
近
厭
来
吏
界
搾
見
（
巾
）

》
ω
ω
蕪
9
簿
の
出
席
も
な
か
っ
た
が
、
幸
ひ
居
合
せ
た

づ
β
三
お
憎
O
｛
昌
鳥
9
錘
＝
口
巳
こ
い
ふ
賊
磐
〔
嵩
黛
再
が
親
切
に

各
室
を
案
内
し
て
詣
れ
た
。
入
口
に
は
各
種
の
難
誌
が
麗

か
れ
、
又
此
室
内
の
圖
書
の
カ
タ
ロ
グ
箱
が
あ
る
っ
カ
タ

ロ
グ
は
こ
、
で
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
ご
頂
一
目
ご
に
依
っ

て
分
類
さ
れ
る
が
醸
其
項
目
が
叉
骨
壷
流
の
頗
る
落
足
を

極
め
た
も
の
で
あ
る
の
を
見
た
私
は
、
試
み
に
ウ
ァ
氏
に

向
っ
て
使
用
上
の
便
否
を
問
う
ご
、
氏
は
葬
常
に
便
利
で

あ
る
ご
答
へ
た
。
成
程
呑
込
ん
で
仕
舞
へ
ば
調
法
の
も
の

ε
児
え
る
。
突
継
り
の
中
央
の
室
が
助
手
室
で
初
め
て
此

研
究
室
を
訪
う
だ
時
は
誰
も
居
な
か
っ
た
が
、
璽
疑
墾
っ

て
見
る
ご
、
一
人
の
女
子
事
務
員
が
居
て
、
私
の
來
意
を

演
習
室
の
ウ
ァ
氏
に
取
次
い
で
留
れ
た
。
此
助
争
点
を
挾

ん
で
右
隣
が
望
窓
聾
。
「
の
室
で
、
左
隣
の
梢
狭
い
室
が

殺
授
室
選
外
國
の
近
世
史
の
室
で
あ
る
。
佛
蘭
西
、
以
太

利
、
西
班
牙
、
瑞
西
、
露
西
亜
、
那
威
、
巴
爾
幹
、
英
吉

利
、
和
蘭
．
自
営
義
か
ら
轄
じ
て
亜
細
亜
、
懊
太
利
亜
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
二
　
（
四
七
四
）

支
那
、
翔
本
に
入
り
、
又
亜
高
利
撫
、
亜
米
利
加
に
及
ん

で
居
る
が
、
何
れ
も
年
代
順
に
排
刻
さ
れ
て
居
る
。
口
本

の
部
で
は
小
林
氏
の
畷
》
O
Q
O
∩
憲
○
尊
志
壼
…
。
・
。
が
目
に
ご

ま
っ
た
。
魚
脳
う
が
中
世
史
料
ご
補
助
學
科
の
室
で
あ

る
。
欧
羅
巴
各
國
の
中
世
更
や
其
史
料
が
あ
っ
た
中
に
、

〉
畦
塾
ぞ
康
尻
α
謬
論
。
回
房
。
H
δ
Ω
＄
。
窪
。
窪
。
の
如
き
填
太

利
の
更
料
¢
降
§
鉱
①
最
戸
5
げ
も
昆
受
け
た
が
、
燭
逸
で
は

各
州
の
歴
吏
や
聾
ハ
古
文
書
集
の
鵠
版
さ
れ
だ
も
の
が
多
い

望
旨
謀
。
鷲
の
室
の
隣
が
演
習
室
ご
同
時
に
濁
逸
近
世
史
の

室
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
並
置
、
現
代
一
般
更
、
十
五
琶

紀
以
來
の
濁
着
果
、
十
九
世
紀
経
濟
史
、
敷
書
史
、
プ
ラ

レ
デ
ン
ブ
ル
ビ
ご
プ
ロ
イ
セ
ン
、
フ
ゾ
ー
ド
ソ
ヒ
大
男
甲
、

フ
ソ
ー
1
3
ソ
ッ
ヒ
大
帝
時
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
吏
、
ビ
ス

マ
ル
ク
、
異
説
の
州
史
殊
に
ザ
ク
セ
ン
の
も
の
杯
が
三
方

の
壁
に
論
う
て
高
く
積
み
あ
げ
ら
れ
た
書
棚
の
中
に
満
た

さ
れ
て
居
た
。
其
隣
り
が
一
般
史
の
第
二
の
演
習
室
で
、

前
の
そ
れ
よ
り
は
梢
狭
く
、
そ
こ
に
は
世
界
大
戦
史
、
激



七
戸
、
思
想
史
筆
に
關
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
古
代
史
の

ω
Φ
旨
貯
理
は
三
階
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
英
佛
を
除
い
た

欧
羅
巴
の
古
代
史
に
塗
す
る
本
の
置
か
れ
て
あ
る
の
を
見

懸
け
た
。
休
暇
乍
ら
数
人
の
學
生
ら
し
い
青
年
は
そ
こ
こ

、
で
史
書
抄
録
に
籐
念
が
な
い
。

　
大
學
の
震
。
。
8
静
野
。
ω
ω
o
旨
ぎ
ρ
厭
の
見
學
を
絡
へ
た
私

は
、
更
に
十
】
番
の
含
ω
競
闘
農
暁
囚
葺
¢
宕
毒
似
d
臨
く
2
，

。。

b
σ
q
8
0
窪
。
洋
①
へ
こ
足
を
運
ん
だ
。
こ
、
は
故
囚
ρ
臨
噛

急
斜
ヨ
℃
お
。
寡
敷
授
が
其
特
殊
な
史
観
を
具
膣
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
丈
に
少
か
ら
ず
私
の
興
昧
を
唆
つ
だ
。
階
段
を

上
る
こ
こ
ろ
で
家
合
せ
た
こ
入
の
若
い
學
生
に
來
意
を
告

げ
る
ご
、
彼
等
は
丁
寧
に
先
を
孚
う
て
案
内
し
て
呉
れ
、

東
洋
部
の
主
任
助
手
U
「
・
を
。
号
ヨ
建
2
氏
に
は
格
別
御

世
話
に
な
っ
た
。

此
ぎ
ω
簿
暮
は
二
階
（
西
洋
流
に
い
へ
ば
一
階
）
か
ら
四
階

迄
あ
っ
て
、
室
の
数
は
五
十
二
に
達
し
て
居
る
。
（
此
歎
は

≦
、
o
価
0
8
0
団
巽
氏
か
ら
賂
ら
れ
だ
囚
。
巳
α
q
い
ω
2
、
。
財
ω
剛
9
窃

　
　
　
第
入
巻
　
雑
纂
　
最
近
鰍
米
奥
界
管
見
（
中
）

H
己
簿
9
h
母
囚
巳
貯
冠
暮
氏
¢
巳
く
Φ
諺
巴
⑳
o
し
。
9
凶
。
暮
。
び
乱

声
段
d
距
離
鼠
窪
目
禽
重
囲
σ
q
ε
題
し
た
小
冊
子
に
擦
っ
た

も
の
で
あ
る
が
隔
後
に
O
o
¢
欝
敷
授
の
論
文
を
見
る
ε
、

ゴ
一
十
室
か
ら
成
る
ご
あ
る
）
一
々
の
記
述
は
煩
し
い
か
ら

概
括
的
に
説
朋
を
試
み
る
と
、
］
）
囲
δ
障
8
腎
室
や
助
手
室
、

癒
接
室
等
を
別
こ
し
て
、
圖
書
室
、
閲
覧
室
、
演
轡
室
等

は
細
長
い
室
を
巧
み
に
窓
を
利
用
し
て
荻
く
仕
切
り
、
（
中

に
は
梢
贋
い
の
も
あ
る
が
）
多
方
面
に
亙
っ
た
吏
料
を
分

類
し
て
各
部
を
構
成
し
て
居
る
黙
は
如
何
に
も
紐
織
的
ご

見
受
け
た
。
二
階
は
史
學
概
論
、
史
學
史
及
び
猜
逸
國
史

に
際
す
る
臨
書
、
能
筆
類
を
圭
こ
し
て
居
る
も
の
で
、
濁

逸
の
地
方
、
都
市
及
び
郷
土
史
、
民
族
史
や
民
族
學
に
越

し
た
も
の
杯
も
牧
め
ら
れ
る
。
こ
、
に
限
つ
π
こ
ビ
で
は

な
い
が
、
各
種
の
索
引
が
豊
富
で
、
共
爲
め
の
一
室
の
設

け
ら
れ
て
あ
る
め
を
児
て
は
、
研
究
上
の
便
宜
さ
こ
そ
こ

羨
望
に
堪
へ
な
が
っ
た
。
二
階
切
っ
て
の
主
要
な
室
は

しd

ｸ
⊆
窪
し
Q
索
出
ご
　
Q
亀
σ
理
ω
墨
一
ご
で
あ
る
。
此
外
三
階

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
】
一
三
　
（
四
七
五
）

●



　
　
　
第
入
際
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
敵
米
更
界
管
見
（
串
）

に
は
因
。
跨
。
。
ρ
巴
も
め
る
。
ラ
敏
授
は
生
前
苦
心
の
結

果
膏
色
が
最
も
無
生
の
眼
を
害
せ
澱
こ
ご
を
信
じ
て
此
演

習
室
に
Q
Q
①
日
常
鍵
を
兼
ね
π
一
室
の
周
圃
の
壁
を
全
部
青

色
に
塗
ら
せ
た
も
の
で
、
ラ
敏
授
御
自
慢
の
部
屋
ご
聞
い

た
が
、
成
程
見
る
か
ら
に
氣
持
が
よ
い
。
こ
、
に
は
正
面

に
高
く
ラ
敏
授
の
大
麻
像
霞
が
か
、
っ
て
居
る
◎
見
る
ご

講
義
の
見
壷
に
左
手
を
横
へ
、
右
手
を
洋
袴
の
隠
し
に
入

れ
π
例
の
精
桿
の
氣
に
満
ち
た
立
像
で
、
こ
れ
を
其
生
前

苦
心
の
結
艦
だ
る
此
H
蕊
聾
暮
の
而
か
も
最
も
得
意
な
此

室
に
仰
い
だ
私
の
印
象
は
消
え
難
い
。
こ
、
に
は
珍
本
ば
．

か
り
を
硝
チ
戸
棚
に
入
れ
た
の
や
、
大
樹
の
餌
蜂
。
募
畠
・
ω

H
蕊
簿
暮
に
も
あ
っ
た
が
、
ラ
敷
薄
手
澤
の
大
部
の

寓
9
葺
ヨ
。
欝
○
。
§
量
9
。
霞
ω
叶
。
膏
ρ
杯
が
あ
る
。
三
階
は

世
界
史
、
外
警
吏
、
基
督
敏
史
に
怨
す
る
も
の
で
、
外
藩
は

歓
羅
巴
、
亜
米
利
加
、
亜
細
評
諸
國
に
亙
っ
て
居
る
。
中
に

も
亜
米
利
加
t
蝕
す
る
も
の
は
敷
授
が
交
換
敏
授
ビ
し
て

永
く
罰
國
に
滞
在
し
つ
、
あ
っ
た
頃
の
土
産
ビ
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
　
一
閃
【
　
（
四
七
六
）

亜
細
亜
に
画
す
る
も
の
に
は
支
那
、
二
皮
選
言
等
の
も
り

も
あ
る
が
、
其
第
二
十
入
番
室
は
国
σ
ぎ
叶
壼
白
讐
・

o
断
髪
冥
房
9
0
∫
く
。
厭
障
愛
護
島
9
冒
℃
p
鉱
ω
o
び
。
コ
Ω
o
ω
o
露
。
ぞ

ε
ご
な
っ
て
居
る
丈
あ
っ
て
、
東
亜
ご
は
い
ひ
條
、
肩
本
の

も
の
が
最
も
多
く
、
長
さ
二
尺
ば
か
り
の
カ
タ
ロ
グ
箱
の

三
つ
も
あ
る
の
を
見
受
け
た
。
ラ
敷
革
は
東
洋
殊
に
日
本

の
研
究
に
興
味
を
有
っ
て
居
ら
れ
π
や
う
で
あ
る
が
、
此

室
の
壁
問
に
揚
ザ
ら
れ
た
日
本
の
版
欝
は
同
敏
授
遺
愛
の

口
m
で
あ
る
こ
の
事
で
あ
る
◎
私
は
欧
米
の
諸
大
學
や
附
属

の
東
洋
語
學
の
ω
。
巳
貯
喫
東
洋
語
藩
校
杯
で
、
日
本
に
關

す
る
和
洋
の
交
獄
を
多
く
見
た
中
に
、
日
本
の
原
書
こ
し

て
は
厭
羅
巴
で
は
此
H
蕊
窪
暮
ご
亜
米
利
加
で
は
エ
ー
ル

大
學
の
訳
書
館
に
越
す
も
の
は
な
か
っ
た
Q
エ
ー
ル
で
は

助
敷
授
の
朝
河
貫
一
民
が
O
舞
霧
。
桟
ご
し
て
專
ら
蒐
集
整

理
に
當
ら
れ
、
こ
、
で
は
○
戸
≦
o
住
。
旨
。
団
2
氏
が
專
ら
菓

任
に
當
っ
て
居
ら
れ
る
け
れ
ざ
も
、
當
初
の
蒐
集
に
は
輻

田
徳
三
博
士
が
關
係
さ
れ
た
や
に
聞
及
ん
で
居
る
。
ウ
エ



氏
は
謹
嚴
な
篤
學
の
士
で
、
鷹
、
漢
、
周
ご
遡
源
的
に
支
那

の
研
究
を
試
み
ら
れ
、
私
の
逢
っ
た
昨
年
の
秋
景
は
專
ら
鋸
、

舜
禺
の
研
究
に
渡
頭
さ
れ
て
居
っ
て
、
其
時
代
の
地
圖
を

作
ら
れ
て
居
た
が
、
先
隼
三
浦
博
士
8
共
に
令
の
翻
繹
を

試
み
ら
れ
た
際
に
は
四
回
も
繰
返
さ
れ
た
8
の
事
で
あ
る

氏
は
我
歴
奥
の
鎌
倉
時
代
に
趣
味
を
有
た
れ
、
架
上
の
鎌

倉
時
代
史
の
著
者
が
私
で
あ
る
ε
聞
い
て
、
そ
れ
で
は
自

分
の
僖
知
己
だ
と
喜
ば
れ
た
。
氏
は
叉
我
歴
史
地
理
に
も
「

趣
味
を
有
た
れ
、
三
浦
博
士
ε
典
に
作
ら
れ
た
逆
撫
な
る

一
葉
の
日
本
の
色
溌
圖
を
出
版
さ
れ
た
こ
ビ
も
あ
っ
て
、

＜
負
慰
臨
σ
q
o
d
①
声
門
。
ゴ
陣
鉱
員
緩
着
巳
8
9
嵩
O
①
ω
簿
一
〇
窪
。

ビ
共
に
記
念
に
ピ
押
れ
ら
れ
．
た
。
尤
も
猫
逸
の
大
賞
は
何
庭

も
さ
う
で
あ
る
が
、
開
戦
以
來
外
藩
の
本
は
手
に
入
ら
ぬ

さ
う
で
、
こ
、
に
も
欝
本
の
新
刊
本
は
な
く
、
私
の
鎌
倉

時
代
史
杯
も
初
版
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
民
は
田
本
諮

は
話
せ
ぬ
け
れ
ざ
も
丈
章
は
護
み
も
書
き
も
鵠
懸
る
や
う

で
あ
る
が
、
引
揚
の
爲
め
に
H
本
の
事
は
悉
皆
忘
れ
た
ビ

　
　
第
八
巻
　
雑
纂
　
最
近
殿
来
奥
界
管
見
（
串
）
．

い
っ
て
笑
は
れ
た
。
そ
れ
で
も
当
年
の
冬
に
は
令
の
註
騨

の
緒
言
を
書
い
て
研
究
を
完
成
し
た
い
ご
語
ら
れ
て
居
っ

た
の
で
あ
る
。

　
三
階
に
は
猶
ほ
哲
學
、
心
理
學
、
民
俗
學
、
民
俗
心
理

學
、
空
軍
心
理
學
、
殖
民
史
、
美
術
更
、
暑
健
筆
等
に
呈
す

る
圖
書
や
、
標
本
が
あ
っ
た
。
．
囚
餌
暮
の
全
集
が
あ
る
か

ε
見
れ
ば
心
理
學
の
室
に
は
小
藩
の
像
だ
の
其
筆
に
成
っ

た
需
だ
の
、
翫
具
だ
の
が
澤
曲
置
か
れ
て
あ
る
。
是
等
は

所
謂
交
化
康
槻
の
資
料
で
あ
っ
て
、
他
の
空
ω
8
勢
穿
①
ω

ぎ
ω
藻
暮
で
見
る
乙
の
出
愚
な
い
こ
＼
の
特
色
で
あ
ら
う
。
層

、
最
後
に
四
階
は
　
ω
。
邑
ロ
霞
凄
「
り
碧
α
o
ω
σ
q
①
8
げ
ば
窪
①

毒
畠
ω
貯
臼
毒
σ
q
路
§
飢
Φ
で
あ
っ
て
、
地
圖
地
學
史
に
關
す

る
圖
書
、
住
宅
の
模
型
杯
も
あ
っ
た
が
、
も
ε
の
ザ
ク
セ
ン

地
方
史
會
の
も
の
を
生
ε
し
た
古
文
書
其
他
ザ
ク
セ
ン
の

歴
・
逆
に
興
す
る
も
の
が
最
も
多
か
っ
た
。
総
じ
て
此
H
濫
臼
旨

の
圖
書
は
四
萬
冊
で
あ
っ
て
（
こ
れ
は
Ω
8
言
敷
盤
の
論

丈
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ウ
エ
氏
は
三
階
丈
で
五
聖

　
　
　
　
　
　
　
箪
三
栖
　
　
一
一
五
　
（
四
七
七
）



　
　
　
第
入
落
　
雑
纂
　
最
近
歓
米
史
界
律
見
（
中
）

冊
ε
い
は
れ
た
や
う
に
錐
え
て
居
る
。
但
し
私
の
郎
僻
め

か
記
憶
の
誤
か
も
知
れ
澱
）
矢
張
皆
年
代
順
に
配
列
さ
れ

る
。
男
女
學
生
の
閲
覧
は
此
彼
馬
入
二
人
づ
、
見
懸
け
た

丈
で
、
休
暇
中
ご
は
い
へ
物
寂
し
か
っ
た
が
、
只
東
洋
部

室
に
数
入
の
若
い
熟
心
な
る
研
究
者
を
見
受
け
た
の
は
、

私
に
言
ひ
知
れ
訟
静
静
を
興
へ
た
の
で
あ
る
。
後
に
O
o
。
七

塚
授
の
論
交
を
見
る
ご
、
此
岸
ω
簿
暮
に
は
潤
澤
な
財
産

が
あ
っ
て
、
大
貫
を
優
秀
の
成
績
で
卒
業
し
た
も
の
、
中

か
ら
五
号
を
選
抜
し
て
圭
こ
し
て
思
想
史
及
び
歴
史
鞍
學

に
賞
す
る
研
究
に
當
ら
せ
る
窪
め
に
ご
箇
年
問
の
給
葛
生

ε
す
る
糊
度
が
あ
る
ご
の
事
で
、
千
九
百
十
六
年
よ
リ
ザ

ク
セ
ン
政
府
の
認
可
の
軍
に
實
施
し
て
居
る
ビ
い
ふ
か
ら

學
生
に
し
て
は
納
年
嵩
に
見
え
た
是
等
の
研
究
者
は
或
は

其
給
費
生
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
澱
Q

　
私
は
三
階
の
ウ
エ
、
氏
の
室
で
、
ラ
心
血
の
物
故
後
の
事

や
そ
れ
が
此
濁
ω
捧
暮
に
與
へ
た
影
響
に
つ
い
て
聞
い
て

見
た
9
敷
授
の
遣
族
ビ
し
て
残
さ
れ
た
こ
人
の
女
子
が
何

　
　
　
　
　
　
　
第
「
一
二
號
　
　
　
一
　
｝
山
ハ
　
（
閃
門
記
入
）

れ
も
既
婚
で
あ
る
こ
ご
、
ウ
エ
民
が
私
に
購
ら
れ
た
因
鼠
．

　
目
、
p
ヨ
鷲
a
み
§
諺
9
（
誉
ぎ
誘
ご
題
す
る
記
念
田
版
が

其
長
女
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
、
敷
授
の
藏
書

は
全
部
古
記
ω
凶
暴
に
置
か
れ
て
あ
る
が
、
未
だ
寄
附
の

手
績
に
及
ん
で
居
な
い
認
め
、
今
は
女
子
の
所
有
こ
な
っ

て
居
る
も
、
早
晩
何
こ
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
こ
ご
、
敷
授

の
全
集
は
未
だ
こ
れ
を
作
る
の
計
書
も
な
い
こ
ご
杯
を
ば

小
時
氏
の
話
で
知
つ
元
。
激
授
の
後
任
は
昨
年
家
の
事
蹟

．
期
の
聞
、
史
學
科
に
於
て
円
葺
舞
σ
q
o
ω
〇
三
。
窪
○
α
o
憎
ω
露
貫

　
二
諭
護
。
詳
の
講
義
ご
此
ぎ
暮
…
2
辟
に
於
て
Ω
Φ
。
。
o
窪
。
ま
。

　
日
動
○
α
o
厭
包
舅
号
・
。
9
0
ω
ω
。
ロ
の
演
習
ざ
を
携
任
さ
れ
て

居
た
づ
．
〔
錘
嚢
○
O
o
寅
敷
授
で
あ
っ
て
、
學
生
の
指
事
に

は
頗
る
忠
實
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
一
方
國
會
議
員
ご
し

て
仕
事
が
多
…
過
ぎ
る
爲
め
、
ラ
敷
斯
程
の
成
績
は
畢
げ
ら

れ
ぬ
ご
の
璽
で
あ
っ
た
。
彼
絶
倫
な
精
力
で
而
か
も
學
生

の
指
導
に
懇
切
で
あ
っ
た
ラ
敷
授
に
熱
し
て
は
も
こ
よ
り

さ
も
あ
る
べ
き
こ
ご
、
思
は
れ
る
。
ウ
、
工
面
の
如
き
も
元
．



、

來
照
覧
史
の
專
攻
を
心
懸
け
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、

ラ
敢
授
の
講
…
｝
義
に
働
か
さ
れ
た
結
果
｝
、
東
洋
研
∵
究
に
一
・
身

を
委
ね
ら
る
、
こ
ε
、
な
り
、
同
敷
授
の
助
手
こ
し
て
早

宮
。
・
簿
鼻
の
創
設
を
助
け
劇
務
を
績
け
ら
れ
て
來
た
ε
の

述
懐
で
あ
っ
た
。
而
か
も
史
學
を
修
む
る
學
生
は
今
昔
ほ

三
百
五
十
名
で
あ
っ
て
ラ
教
授
の
生
前
ε
死
後
ビ
に
依
っ

て
塔
減
は
な
い
こ
の
事
で
あ
る
。
（
尤
も
前
記
の
卵
生
は
私

の
問
に
答
へ
て
多
ゆ
の
減
少
を
來
し
た
ε
い
ひ
、
経
減
上

の
閥
係
か
ら
で
あ
ら
う
ご
附
加
へ
た
）

　
ミ
ユ
ン
5
ン
大
學
詳
し
く
い
へ
ば
ピ
ニ
山
鼠
σ
q
“
竃
掌
。
賦
墜
落
碧
ω

C
良
く
Φ
邑
賦
澤
鍵
§
。
冨
一
H
の
前
面
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
大

噴
水
は
忘
れ
難
い
思
出
の
種
子
で
あ
る
Q
こ
＼
で
は
私
は

事
務
員
ご
焦
々
ご
に
案
内
さ
れ
て
二
千
入
の
牧
容
が
出
來

る
ご
い
ふ
手
延
く
て
華
嗣
鹿
な
大
講
堂
を
始
め
、
各
敢
室
か

ら
評
議
員
會
室
、
駿
授
室
ε
次
々
に
巡
覧
し
た
後
、
愈
二

十
九
番
の
霞
ω
8
房
。
葦
ω
Q
∩
。
ヨ
監
僧
騰
に
入
っ
て
見
た
。
初

め
の
室
は
何
等
の
特
殊
な
設
備
も
な
い
普
通
の
外
囲
（
演

　
　
　
第
八
餐
　
　
雑
纂
　
　
最
近
緻
米
磁
界
答
見
（
中
）

習
を
行
ふ
ご
こ
ろ
）
で
あ
る
が
、
其
隣
り
は
こ
れ
に
醸
す

る
圖
書
室
繋
閲
覧
室
で
、
そ
れ
に
接
し
て
奥
ま
っ
た
ビ
こ

ろ
に
事
務
室
が
あ
る
。
只
そ
れ
丈
で
、
私
の
見
た
中
で
は

ハ
ム
ブ
ル
ヒ
大
學
の
　
○
り
。
鼠
舜
鴨
鈴
H
ω
箕
碧
冨
　
毒
儀

囚
危
葺
『
智
耳
糞
・
出
餌
ヨ
び
霞
σ
q
●
　
の
如
き
特
殊
の
も
の
を
除
」

い
て
は
最
も
規
模
の
小
さ
い
も
の
、
…
つ
で
あ
っ
た
。
而

か
も
其
中
心
た
る
圖
書
室
及
び
閲
覧
室
が
ベ
ル
ソ
ン
や
ラ

イ
プ
チ
ヒ
の
ω
o
日
計
母
の
一
室
に
も
當
ら
ぬ
程
の
狡
さ
で
あ

り
乍
ら
、
巧
み
に
八
間
を
利
用
し
て
相
當
の
設
備
を
整
へ

る
に
成
功
し
つ
、
あ
っ
た
手
際
に
は
少
か
ら
ず
敬
服
さ
せ

ら
れ
た
。
北
方
の
あ
け
放
さ
れ
て
居
る
爲
め
明
る
い
室
内
．

に
は
、
東
西
南
の
三
方
の
壁
に
訪
う
て
二
段
に
書
棚
を
置

い
て
あ
る
が
、
上
部
は
殆
ご
天
井
に
達
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。
西
南
の
隅
に
螺
旋
朕
の
階
段
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら

昇
る
ご
、
上
段
の
書
棚
の
前
に
出
で
る
。
そ
こ
の
通
路
に

は
鐵
の
欄
干
が
附
い
て
居
る
か
ら
何
等
の
危
瞼
も
な
い
。

此
塞
間
を
利
用
し
て
、
一
室
を
居
室
分
の
内
容
を
有
た
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
幅
七
　
（
四
七
九
）



　
　
　
第
八
巻
　
雑
纂
　
最
近
三
盛
四
界
答
見
（
中
）

る
方
法
は
、
緻
米
到
る
慮
の
魍
書
館
、
博
物
館
等
に
も
見
受

け
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
未
だ
な
い
や
う
で
あ
る

慰
書
の
分
類
と
し
て
は
第
一
が
例
の
モ
ヌ
メ
ン
タ
・
グ
ル

マ
ニ
ア
。
ヒ
ス
ト
リ
ヵ
で
、
第
二
が
＋
口
交
動
田
翻
ち
ス
タ
ー

ツ
ァ
ル
ヒ
ー
ブ
ご
か
ウ
ー
ル
ク
ン
デ
ン
・
ブ
ツ
フ
杯
、
第

三
が
年
代
順
に
牧
め
た
史
料
、
第
四
が
僻
書
、
第
五
が
濁

逸
國
史
そ
れ
か
ら
文
藝
復
興
、
書
史
、
哲
學
史
、
敷
會
早

撃
學
史
、
欧
洲
賜
杯
ご
其
内
容
は
可
な
り
に
充
實
し
た
も

の
で
あ
っ
だ
。
猶
ほ
室
の
中
央
に
入
脚
の
テ
ー
ブ
ル
を
響

い
て
、
　
回
脚
毎
に
二
つ
の
電
燈
立
が
あ
り
、
天
井
に
も
小

さ
い
電
球
が
附
い
て
居
た
か
ら
夜
分
の
六
書
に
は
充
分
で

あ
ら
う
。

　
是
等
の
同
器
簿
霧
に
は
そ
れ
ぐ
時
代
共
他
の
諜
目
に
分

れ
て
携
二
恩
授
が
研
究
の
指
，
導
を
も
し
演
習
も
す
る
○
蓼

科
に
依
っ
て
は
牢
。
器
ヨ
冒
錠
ご
ω
o
諺
営
親
↓
ご
の
二
つ
を

憎
く
。
前
者
は
二
年
の
學
生
を
牧
思
し
て
敷
授
が
心
箇
年

間
講
義
を
し
乍
ら
學
生
に
演
習
を
さ
せ
る
。
そ
れ
を
卒
へ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　

一
一
入
（
凶
漁
○
）

た
も
の
で
な
け
れ
ば
後
者
に
入
る
こ
ご
を
許
さ
れ
諏
。
例

へ
ば
ベ
ル
ソ
ン
大
錦
の
昨
年
の
冬
學
期
に
は
中
世
史
に

津
9
窪
ρ
冥
環
が
あ
っ
て
、
℃
巽
。
】
ω
敷
授
の
罐
任
ビ
な
っ

て
居
た
が
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
弓
の
¢
…
。
。
8
臨
。
・
o
ガ
。
ω
旧
霧
簿
二
け

で
は
中
世
史
ご
近
世
史
こ
の
Q
り
G
9
営
零
は
く
。
捧
罎
。
。
○
ご

弾
き
℃
簿
翼
ω
o
こ
の
二
つ
に
分
れ
て
居
っ
て
、
前
者
で
は
、

貴
生
ぱ
鶴
里
な
研
究
法
の
闘
題
の
取
扱
富
鉱
に
つ
い
て
の

手
解
を
受
け
、
後
者
で
は
中
世
更
や
難
論
西
革
命
史
、
経

濟
史
、
冠
會
史
に
間
す
る
演
脅
や
、
政
治
史
、
法
制
史
に

落
す
る
書
写
授
の
指
導
を
受
け
る
。
別
に
補
助
離
マ
科
の

○
。
。
㌶
轟
門
ご
し
て
中
古
の
法
難
及
び
魁
藩
吏
に
帯
す
る
古

文
書
學
的
系
譜
學
・
的
演
、
習
や
中
世
の
僧
祭
幣
及
び
度
髭
に
…
關

す
る
演
習
も
あ
る
。
次
に
文
化
史
及
び
世
界
更
の
H
髪
興
霧

で
は
く
○
降
罎
ω
o
の
外
に
窯
一
巳
窪
。
囚
焉
ω
o
蓬
¢
爵
巽
。

≦
母
ω
o
ε
が
あ
る
。
ノ
．
○
沖
¢
誘
。
で
は
直
穿
の
中
世
奥
及

び
近
世
史
に
つ
い
て
の
…
進
ん
だ
研
究
の
手
解
が
H
蕊
簿
¢
㌘

難
民
息
。
議
の
命
に
依
る
助
手
に
依
っ
て
行
は
れ
る
外
、



経
田
荘
の
問
題
や
、
法
制
吏
の
問
題
に
適
す
な
各
敏
授
の

手
解
が
あ
っ
て
、
減
磁
9
・
・
魯
。
ω
　
H
器
節
q
㏄
の
そ
れ
ご
は

相
互
に
急
用
す
る
が
、
他
の
二
つ
は
こ
、
の
特
殊
の
も
の

で
、
　
崔
窪
臼
。
　
囚
q
富
。
の
方
で
は
中
世
の
羅
旬
の
歴
史

目
】
o
o
9
「
置
富
α
Φ
。
。
O
δ
の
ω
窪
の
歴
史
、
中
世
思
想
史
、
和

蘭
史
，
十
七
・
十
八
世
紀
國
家
槻
等
に
澄
し
た
演
習
が
あ

り
、
譲
α
冨
9
雲
霞
器
　
で
は
ナ
八
世
紀
の
英
愈
愈
に
於
け

る
丈
學
者
の
獲
生
や
濁
逸
に
於
け
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
思

想
奥
の
演
習
や
、
野
構
詩
の
歴
吏
の
比
較
的
演
習
杯
が
あ

る
。

　
演
習
室
の
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
に
つ
い
て
私
の
墾
田
し
だ

ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
學
の
舅
切
8
昏
。
ぞ
・
。
ぎ
ω
簿
＝
叶
で
は
大
膿

…
斯
う
い
ふ
風
K
な
っ
て
居
っ
て
、
a
・
b
・
d
が
學
生
、
c

が
聴
講
生
の
席
ご
定
っ
て
居
り
、
敷
授
の
席
は
a
の
前
面

中
央
に
設
け
ら
れ
て
居
元
。
私
は
二
日
に
亙
っ
て
此
大
輔

の
蜜
ω
簿
9
を
見
卑
し
π
の
で
あ
っ
た
が
、
初
の
日
に

同
行
さ
れ
た
文
部
省
の
在
外
研
究
員
ざ
し
て
、
此
大
豊
の

Ω
。
「
9
9
鼠
ω
9
“
＄
ω
o
邑
銘
同
で
b
さ
～
＜
達
白
。
毒
ω
猷
氏
の
指

導
を
受
け
ら
れ
つ
、
あ
っ
た
丈
學
士
雪
山
俊
夫
民
は
、
其

留
巳
婁
も
亦
同
様
で
あ
る
こ
い
は
れ
た
。
文
化
史
及

び
世
界
史
の
H
諺
簿
9
の
演
習
室
で
は
少
し
く
違
っ
て
、

d

（）

）
a

（

O

Cb

一

第
八
巷
　
一
雑
纂
　
段
近
猷
米
史
界
管
見
（
申
）

斯
う
い
ふ
風
に
な
っ
て
居
た
。
但
し
正
面
に
三
冠
の
席
を

設
く
る
こ
ご
に
は
少
し
も
愛
り
が
な
い
。
優
秀
な
學
生
か

ら
選
扱
さ
れ
だ
国
9
B
三
器
（
侍
者
〉
が
時
間
前
に
激
授
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
｝
一
九
　
（
四
乱
心
）



　
　
　
第
二
懲
　
・
雑
纂
　
最
近
殿
来
吏
界
誉
見
（
巾
）

席
を
断
片
附
け
た
あ
ご
へ
入
っ
て
來
て
漏
堂
を
見
廻
し
乍

ら
、
高
等
批
鋼
を
加
へ
る
王
者
の
態
度
に
、
人
生
一
度
は

里
勝
に
な
り
た
い
こ
の
野
心
を
抱
く
學
生
も
畠
て
＼
家
や

う
。
尤
も
私
は
演
習
の
實
況
を
見
た
課
で
は
な
い
が
、
私

の
接
鯛
し
た
諸
氏
の
談
話
や
大
學
の
事
を
書
い
た
も
の

杯
を
綜
合
し
て
見
る
ご
、
敷
授
は
憎
め
｝
の
題
目
を
興
へ

て
卵
生
に
研
究
さ
せ
、
一
定
の
賛
に
其
報
告
を
撞
い
て
批

評
を
す
る
の
で
あ
る
。
其
方
法
は
一
週
間
前
に
耳
目
の
報

告
者
（
H
四
〇
h
一
心
・
Φ
⇒
け
）
を
指
定
す
る
二
こ
も
あ
れ
ば
、
別
段
指

定
を
せ
す
に
、
毘
席
の
學
生
全
員
に
鋤
し
て
即
座
に
問
ひ

か
け
る
こ
ビ
も
あ
り
Q
或
敷
戸
の
如
き
は
群
生
の
提
出
し

た
卒
業
論
文
の
批
評
も
す
る
。
霞
。
・
8
ユ
ω
9
2
H
塁
け
ぎ
け

の
望
話
簿
。
び
囚
尻
o
B
避
2
敏
授
は
一
週
二
時
間
の
指
導

を
し
て
居
る
。
其
指
導
振
の
寛
厳
は
も
ご
よ
り
敏
授
に
依

る
こ
ご
で
，
一
概
に
い
へ
ま
い
が
、
轡
9
ヨ
℃
器
。
馨
敷
授

は
深
田
に
向
っ
て
多
く
の
問
題
を
課
し
π
さ
う
で
あ
る
け

れ
こ
も
、
左
程
出
格
で
は
な
か
っ
た
ご
の
敷
授
の
愛
弟
子

　
　
　
　
　
　
　
第
三
盤
　
　
＝
一
〇
　
（
附
八
二
）

た
る
ク
エ
氏
の
流
出
に
、
私
は
見
か
け
に
依
ら
漁
も
の
だ

ビ
思
っ
た
。

　
是
等
の
H
轟
簿
興
を
見
舞
っ
て
の
第
一
印
象
は
上
塗
の

書
棚
も
触
書
で
盗
る
、
ば
か
り
に
な
っ
て
居
る
こ
ご
で
あ

る
。
上
へ
一
ご
つ
ぎ
足
し
て
高
い
天
井
に
屈
く
迄
塞
聞

の
利
用
に
努
め
る
は
勿
論
、
敷
授
室
や
助
手
室
、
寅
甲
務
室

か
ら
慮
接
室
に
迄
部
屋
こ
い
ふ
部
屋
に
書
棚
の
量
か
れ
ぬ

，
ε
こ
ろ
は
な
い
Q
私
は
文
化
史
世
界
史
の
H
島
津
曇
の
癒

接
の
間
の
書
棚
で
古
事
記
傳
を
見
た
。
そ
れ
で
も
カ
タ
ロ

グ
が
よ
く
整
頓
し
て
居
る
重
め
に
、
槍
索
の
不
便
は
少
し

も
な
い
ら
し
い
。
尤
も
此
H
二
玖
9
暮
は
常
に
閉
鎖
さ
れ
て

居
っ
て
、
｝
定
の
鍵
が
な
け
れ
ば
開
か
す
、
文
化
史
及
び
世

界
史
の
そ
れ
の
如
き
は
入
口
に
小
使
が
陣
取
っ
て
居
て
訪

問
者
の
取
次
も
し
て
居
た
。
さ
れ
ば
こ
、
に
燈
聾
し
や
う

ビ
す
る
再
生
は
關
係
敷
授
に
氏
名
セ
屈
出
で
、
、
】
ぜ
メ

ス
タ
i
分
の
入
室
料
を
郵
書
掛
に
納
め
、
別
に
又
一
定
の

料
金
を
納
め
て
鍵
を
受
取
る
の
で
あ
る
。
　
（
切
。
島
p
琵
α



ω
o
｛
p
①
d
「
a
く
Φ
『
ω
謬
播
け
に
は
此
剛
者
が
山
ハ
マ
ル
ク
後
者
が
デ
血
マ

ル
ク
ご
出
で
、
居
る
け
れ
ざ
も
、
く
れ
は
千
九
百
十
四
年

の
出
版
で
あ
る
か
ら
，
マ
ル
ク
相
場
の
暴
落
を
告
げ
た
今

日
、
相
當
の
増
額
が
あ
ら
う
が
、
其
瓢
は
聞
き
も
ら
し

だ
）
併
し
鍵
さ
へ
あ
れ
ば
朝
は
入
時
か
ら
夜
は
九
時
迄
、

目
躍
其
他
の
休
日
に
は
入
時
か
ら
｝
時
迄
開
か
れ
て
居
る

の
で
あ
る
か
ら
、
其
間
は
何
時
で
も
串
入
臼
由
で
あ
っ
て

桝
に
監
視
者
が
あ
る
で
は
な
く
、
出
納
は
自
身
で
す
る
の

で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
今
迄
圖
書
の
紛
失
は
殆
ざ
な
い
こ
い

っ
て
い
、
さ
う
で
、
雪
山
氏
の
出
入
さ
れ
る
Q
2
日
9
注

ぎ
冨
ω
し
R
§
ぎ
鍵
　
で
は
一
昨
年
こ
撒
紛
失
沙
汰
の
あ
っ

た
の
が
破
絡
の
事
で
あ
る
ご
は
羨
ま
し
い
。

　
私
の
観
だ
限
り
で
は
、
濁
逸
大
盗
の
史
學
研
究
室
は
大

な
れ
小
な
れ
何
れ
も
皆
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
楽
の
田
。
。
8
『
嗣

。
竃
ω
H
蓄
財
暮
の
型
で
あ
っ
て
、
岸
・
。
捧
9
塗
『
囚
戸
野
江
n

家
山
d
蕊
く
。
犠
ρ
㎡
Φ
ω
o
続
け
。
の
型
は
他
に
比
類
の
な
い
も
の

で
あ
る
◎
言
ふ
迄
も
な
ぐ
、
其
創
設
者
た
る
芋
餌
蝕
箕
①
o
ま

　
　
　
荊
4
5
八
巻
　
雑
纂
　
最
近
鰍
来
臨
界
警
見
（
中
）

敷
面
忘
憂
の
更
概
や
研
究
法
の
見
方
に
基
い
て
居
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
他
の
追
随
を
許
さ
訟
も
の
で
あ
ら
う

併
し
其
史
観
や
研
究
法
上
の
意
見
に
は
濁
逸
の
史
學
家
胸

に
も
可
な
り
の
輔
導
が
あ
っ
て
、
ラ
敷
授
の
生
前
其
大
著

濁
逸
史
の
執
筆
を
中
止
し
て
迄
火
の
出
で
る
や
う
な
恋
酬

を
重
ね
π
乙
は
學
界
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
そ
れ
は
兎
も

角
我
等
外
客
の
限
に
は
、
同
一
大
儲
の
中
に
於
て
相
當
完

全
な
（
ラ
敷
授
に
は
不
完
全
に
見
え
だ
に
相
建
な
い
が
）

観
ω
8
昏
。
げ
窃
H
疎
影
g
け
の
あ
る
上
に
、
叉
此
風
景
り
の

H
玉
野
9
の
存
在
を
許
し
た
こ
ご
が
門
標
に
映
る
の
で
あ

る
。
ラ
激
授
に
は
も
こ
既
存
の
H
呂
簿
暮
を
自
己
の
史
槻

に
當
嵌
め
て
蟹
張
す
る
計
書
も
あ
っ
π
が
、
故
障
の
爲
め
に

中
止
し
て
途
に
別
個
の
も
の
を
創
立
す
る
に
決
し
た
こ
い

は
る
＼
。
事
實
ラ
墨
客
の
論
敵
は
べ
川
フ
ン
ご
か
ボ
ン
こ

か
の
他
大
喜
に
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
同
大
學
の
同
僚

間
に
も
有
力
な
る
反
醤
が
あ
っ
π
。
中
に
も
ラ
教
授
よ
り
後

れ
て
一
昔
年
末
物
故
し
た
法
制
史
の
し
。
①
魯
σ
q
2
敷
授
ご
は

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
叫
二
｝
　
（
四
入
三
）



　
　
・
第
入
巷
　
雑
纂
　
最
幾
鰍
豪
史
界
管
見
（
中
）

犬
猿
一
蕾
な
ら
ざ
る
間
柄
で
あ
っ
た
、
と
を
．
偶
然
に
も
私
を

国
｛
ω
8
勢
望
霧
ω
①
β
ジ
ρ
「
に
案
解
し
て
呉
れ
た
ぜ
敷
授
の

弟
子
の
妻
讐
冨
憎
氏
か
ら
も
聞
け
ば
、
ラ
敷
授
の
助
手

の
棄
亀
。
ヨ
銘
記
戎
か
ら
も
聞
か
さ
れ
た
、
（
ぜ
敷
授
の
後

任
は
中
世
史
を
嬉
任
し
て
居
る
U
さ
≦
興
亀
茜
ぎ
R
氏
で

あ
る
）
私
が
0
8
欝
三
選
の
論
又
の
鍔
頭
に
書
か
れ
た

…
像
理
》
ぼ
凱
σ
q
q
ロ
槻
槻
お
〇
一
回
い
ρ
ヨ
℃
お
9
富
窪
ω
8
江
山
。
財
u

毒
自
ヨ
。
爵
＆
○
δ
讐
・
。
魯
。
を
あ
。
げ
鍵
§
σ
q
窪
く
巽
9
一
己
甑
9

0
剖
ω
硲
玲
窃
霞
の
。
。
ぎ
⊆
o
ρ
鴨
σ
q
窪
①
貯
ぎ
。
・
夕
暮
・
：
の
あ

た
り
を
ウ
エ
浅
に
質
し
た
時
に
氏
は
實
に
ω
o
o
同
侭
興
は
ラ

画
線
に
取
っ
て
の
大
敵
で
あ
っ
た
こ
い
っ
て
、
寂
し
い
微

笑
を
も
ら
さ
耽
た
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
，
斯
る
激
し
い
惜

悪
を
も
の
と
も
せ
す
、
政
府
の
補
助
や
民
間
の
同
情
の
下

に
此
偉
大
な
る
H
蕊
簿
暮
・
を
建
設
し
た
ラ
敷
授
は
…
大
事

業
家
の
資
格
を
備
へ
て
居
る
。
ザ
ク
セ
ン
王
國
立
ご
あ
る

此
智
ω
算
暮
が
ザ
ク
セ
ン
王
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
π
こ
ご

言
ふ
迄
も
な
い
が
、
カ
イ
ゼ
ル
か
ら
恩
賜
の
ゲ
エ
三
才
全

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
＝
　
二
　
（
四
入
綾
）

集
や
戸
工
ア
ル
金
集
杯
の
書
庫
内
に
光
っ
て
居
る
の
を
見

る
ご
、
典
信
任
の
程
も
亦
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
つ

　
ラ
敏
授
の
後
繕
者
π
る
ゲ
激
授
が
政
治
家
こ
し
て
デ
絶

ク
ラ
ッ
ト
に
書
す
ご
聞
い
た
私
は
、
雑
談
の
中
に
、
ラ
敷

授
が
若
し
今
居
ら
れ
た
な
ら
ば
如
何
で
あ
ら
う
ご
、
ウ
エ

氏
に
周
う
て
見
だ
。
ウ
エ
民
は
笑
っ
て
い
は
る
、
や
う
、
ラ

敷
授
の
存
在
時
代
に
は
無
論
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
は
な
か
っ
た

敷
授
が
若
し
今
迄
な
が
ら
へ
て
居
た
ら
ば
或
は
デ
モ
ク
ラ

ッ
ト
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
を
言

ふ
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。
彼
れ
は
公
人
こ
な
る
に
は
除
り

に
廣
か
っ
た
か
ら
ご
。
私
は
慧
敏
授
の
史
観
も
亦
同
様
除

り
に
廣
か
つ
た
こ
い
ひ
だ
い
。
ラ
敷
授
の
H
諺
藻
暮
か
ら

享
け
た
私
の
翻
、
象
の
一
つ
は
そ
れ
が
ラ
敷
授
晩
年
の
苦
心

経
螢
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
天
が
年
を
假
さ

な
か
っ
た
薦
め
で
も
あ
ら
う
が
、
其
鷹
夙
い
賢
慮
や
研
究
法

上
の
見
方
を
實
現
し
た
も
の
ご
し
て
は
爾
ほ
未
成
品
で
あ

る
ご
の
戚
で
あ
っ
淀
。
其
ラ
敷
授
没
後
の
H
器
簿
言
は
、



さ
な
が
ら
火
の
遣
え
た
や
う
に
見
え
た
け
れ
ざ
も
、
ゲ

敷
授
も
飽
せ
ら
れ
て
居
る
如
く
、
學
問
の
使
命
は
學
問
其

藩
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
其
任
務
途
行
の
難
易
如
何
に

依
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
将
來
何
時
か
は
達
成
さ
る
、
日

が
な
い
に
も
限
ら
ぬ
。
私
は
切
に
同
右
記
以
下
玉
門
各
位

の
奮
闘
を
所
っ
て
已
ま
な
い
。

　
併
し
考
へ
て
見
る
ご
、
国
ω
8
蕃
9
。
ω
ぎ
ω
無
ド
昏
に
し
て

も
、
其
…
幾
つ
か
に
分
れ
た
各
部
門
々
々
に
架
藏
の
文
獄
丈

で
は
…
進
ん
だ
研
究
を
完
成
す
る
に
充
分
ご
は
い
へ
訟
。
是

等
の
捨
苗
は
も
ε
よ
り
除
外
例
が
な
い
で
は
な
い
け
れ
ざ

も
、
大
急
か
ら
見
て
、
よ
く
護
ま
る
べ
き
も
の
を
蒐
集
し

た
の
で
あ
っ
て
、
希
親
本
こ
か
貴
重
本
ε
か
い
ふ
稀
類
に

厩
す
る
も
の
は
、
寧
ろ
大
路
の
圖
書
館
に
藏
す
る
も
、
こ

～
に
は
置
か
ぬ
方
針
で
あ
る
ら
し
い
。
日
本
の
大
學
の
研

究
室
は
私
の
知
っ
て
居
る
限
b
混
濁
逸
の
そ
れ
に
倣
っ
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
此
黙
に
於
て
は
煮
て
反
饗
の
傾
向
を

・
有
っ
て
居
る
か
ら
、
最
初
私
は
研
究
室
の
練
達
し
た
猫
逸

　
　
　
第
入
巻
　
雑
纂
　
最
近
敵
来
臨
界
管
見
（
中
）

大
學
の
医
書
館
で
は
猶
更
各
專
門
的
の
も
の
よ
り
は
寧
ろ
，

普
汎
的
な
旭
岳
に
富
ん
で
居
る
か
ε
豫
詳
し
て
居
た
。
然

る
に
事
實
は
こ
れ
を
裏
切
っ
て
、
各
種
の
専
門
を
蓮
じ
て

面
子
獄
の
豊
富
な
こ
ご
は
興
に
驚
歎
に
値
ひ
す
る
も
の
で

あ
る
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
罪
の
譲
ω
8
浮
回
器
ω
H
器
簿
昌
で
ド

ク
ト
ル
論
文
超
草
中
の
乏
9
露
醜
氏
に
心
事
を
話
す

ビ
、
氏
も
重
要
な
る
研
究
材
料
が
多
く
大
學
の
頭
書
館
に

あ
る
か
ら
、
良
身
も
始
絡
鵠
入
渉
猟
し
つ
、
あ
る
ご
い
っ

て
、
洋
袴
の
隠
し
か
ら
ガ
チ
ャ
ー
と
音
を
さ
せ
乍
ら
鍵
、

を
輪
に
冠
し
た
も
の
を
出
し
て
見
せ
た
が
、
其
中
に
は
此

H
⇒
ω
捧
昇
ビ
例
の
目
蔦
蔓
9
跡
罵
囚
鼻
霞
H
舅
幽
q
響
く
①
7

ω
巴
σ
q
①
。
・
∩
窪
。
窪
①
の
そ
れ
ご
の
外
に
d
聴
く
興
路
鋒
ω
互
び
ぎ
－

夢
①
犀
の
鍵
も
あ
っ
た
。
何
れ
の
大
豊
に
も
そ
れ
《
＼
完
全

な
る
曝
書
館
は
あ
る
が
、
私
は
今
其
一
例
ご
し
て
ラ
イ
プ

チ
ヒ
大
群
の
圖
書
館
（
H
W
一
σ
H
一
〇
峠
一
μ
O
O
斜
　
　
〉
一
σ
O
一
．
瓜
口
餌
）
の
事
を

少
し
く
書
い
で
見
や
う
。

織
留
書
館
は
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
ス
ト
ラ
セ
に
あ
る
。
奇

　
　
　
　
　
　
　
鎮
三
嘆
　
　
ご
一
三
　
（
四
八
五
）



　
　
　
第
八
磐
　
難
纂
　
最
近
厭
来
吏
界
雑
見
（
串
）

麗
な
石
の
欄
干
の
あ
る
階
段
を
上
っ
て
行
く
ご
、
見
る
か

ら
に
宏
肚
で
優
美
な
氣
持
の
よ
い
建
物
で
あ
る
上
に
、
濁

逸
切
っ
て
の
書
籍
の
淵
藪
ビ
も
い
ふ
べ
き
此
地
に
於
て

　
》
暮
感
σ
q
の
9
気
〉
霧
。
ゴ
費
津
一
日
σ
q
〈
9
μ
b
d
鄭
9
0
碁
毒
。
乙
。
⇔

　
甘
α
Φ
簑
Φ
轟
く
g
山
。
ヨ
α
o
厭
び
。
貯
。
津
ロ
山
Φ
疑
団
帥
犀
巳
餓
μ
け

　
p
⊃
昌
q
①
ぴ
黛
．
2
号
昌
㌶
凶
零
甥
a
o
号
『
］
W
ぽ
出
○
臣
鉱
畠
焦
内
。
ヨ
ー

　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
回
5
一
ω
Q
q
一
〇
β
2
皆
q
O
⇒
q
O
＝
q
O
昌
O
ヨ
一
鐸
Φ
昌
●

　
　
　
　
　
　
κ
）
　
　
ぴ
　
　
　
仰
り

ε
い
へ
ば
、
其
内
容
の
充
書
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ら

う
。
私
の
尻
墾
つ
た
時
は
大
潟
に
於
て
關
…
野
晒
さ
れ
つ
、
あ
っ

π
自
然
科
學
及
び
蟹
専
大
愈
の
潜
め
に
野
営
館
の
一
室
に

こ
れ
に
潔
し
た
特
別
陳
列
が
あ
っ
た
の
で
、
先
づ
そ
れ
を

覗
い
て
見
た
。
藥
草
に
關
す
る
種
々
の
珍
書
を
陳
列
し
て

　
々
其
書
名
と
著
作
の
年
代
ご
を
書
い
た
紙
を
挾
ん
で
あ

る
。
自
然
三
輪
者
こ
し
て
の
O
o
亀
5
の
自
署
し
た
本
や

．
其
手
紙
も
鐵
で
＼
居
る
Q
併
し
紀
元
前
千
五
百
五
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ッ
ナ
ィ
ブ
ッ
フ

の
バ
ビ
ル
ス
に
埃
及
文
字
で
書
か
れ
た
藥
方
書
の
長
い
蓋

物
は
往
路
に
有
名
な
カ
イ
ロ
の
博
物
館
を
見
、
又
ス
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
　
號
　
　
　
咽
二
m
隅
　
（
閃
H
八
山
ハ
）

ソ
ク
ス
や
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
巡
覧
し
て
か
ら
埃
及
の
歴
史
遺
．

物
に
趣
昧
を
激
つ
や
う
に
な
っ
た
私
に
取
っ
て
の
眼
編
で

あ
っ
た
。
言
ふ
迄
も
な
く
陳
二
品
中
の
最
も
古
い
文
獄
で

あ
っ
て
、
蒐
集
者
の
名
を
其
儘
℃
巷
団
讐
ω
国
σ
o
議
ど
陣
．
ば

る
、
こ
、
の
増
量
品
中
で
の
自
眉
で
あ
る
。
二
階
に
明
る

く
て
氣
持
の
よ
い
讃
書
室
が
あ
る
。
こ
、
に
も
入
線
に
新

刊
書
を
置
か
れ
る
が
、
一
週
問
毎
に
取
替
へ
る
ε
の
事
で

あ
っ
た
。
三
園
の
棚
に
は
響
岩
書
を
配
列
し
て
自
由
に
取

出
だ
さ
せ
る
◎
カ
タ
ロ
グ
室
は
南
向
で
明
る
い
。
壼
日
庫
　
は

六
階
迄
あ
っ
て
、
束
西
の
窓
が
天
井
よ
り
床
近
く
泡
あ
い

て
居
る
か
ら
明
る
い
こ
ご
此
上
な
い
。
本
杯
の
運
搬
は
鐡

製
の
三
輪
車
で
す
る
が
、
本
の
容
器
は
、
撃
つ
で
も
損
じ

な
い
や
う
に
皮
張
に
な
っ
て
居
る
。
尤
も
階
上
階
下
の
上

げ
下
し
は
す
べ
て
エ
レ
ヅ
エ
属
望
ー
を
使
用
す
る
。
早
書

の
総
数
九
十
萬
冊
こ
い
は
れ
る
Q
遺
に
≦
9
α
q
器
機
も
の
が

多
く
、
O
o
①
蟄
ρ
ω
塾
導
2
も
の
、
如
き
は
い
く
ら
も
あ
っ

て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
圖
書
館
に
負
け
ぬ
ご
案
内
の
館
員
が



誇
り
顔
で
言
っ
た
。
東
洋
も
の
亦
少
く
は
な
く
、
日
本
の

本
も
多
少
は
見
受
け
た
。
事
務
室
ご
書
庫
ご
は
鐵
の
戸
で

隔
て
ら
れ
る
。
書
劣
の
卒
業
論
文
を
納
め
た
ビ
こ
ろ
を
見

る
。
論
文
は
大
抵
五
十
頁
か
ら
二
百
頁
許
の
問
で
あ
っ
て

印
刷
し
て
提
出
す
べ
き
規
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
経

面
上
の
事
情
か
ら
印
刷
を
要
せ
ぬ
こ
ざ
に
改
め
ら
れ
た
ご

い
ふ
。
製
本
室
か
ら
雑
誌
室
に
入
る
。
陳
列
室
に
接
し
て

寓
本
や
古
文
書
の
室
が
あ
る
。
古
文
書
は
本
に
綴
ぢ
た
の

も
あ
れ
ば
硝
子
に
挾
ん
だ
の
も
あ
り
、
一
枚
日
々
の
古
参

書
を
多
く
重
ね
て
厚
紙
で
巻
き
中
程
に
紐
を
懸
け
だ
の
も

見
受
け
た
。
是
等
は
他
の
圓
書
館
や
古
文
書
館
に
も
行
は

れ
る
方
法
で
、
別
に
こ
、
に
限
っ
た
諜
で
は
な
い
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
H
更
ぎ
け
や
ω
Φ
巨
§
肖
は
業
者
に

取
っ
て
研
究
の
便
利
を
輿
へ
る
こ
ご
も
ご
よ
り
多
大
で
あ

る
け
れ
こ
も
、
そ
れ
自
身
決
し
て
萬
全
な
も
の
で
な
く
、

少
く
も
猫
逸
の
場
合
に
於
て
、
殊
に
文
科
的
方
面
の
研
究

に
取
っ
て
は
集
書
館
ご
相
竣
っ
て
始
め
て
其
目
的
に
副
ふ

こ
ご
が
出
量
る
の
で
あ
る
。

　
濁
逸
の
説
明
は
こ
れ
に
虚
き
た
課
で
は
な
い
が
、
私
は

こ
、
に
O
Q
。
画
題
機
　
の
利
害
得
失
を
考
慮
す
る
澱
め
、
姑

く
此
邊
で
打
切
っ
て
再
び
英
吉
利
に
戻
る
こ
ε
、
す
る
。

甑

第
入
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
最
蓮
阪
来
幽
界
符
見
（
中
）

第
三
號
　
　
「
二
五
　
（
四
入
七
）


